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高市首相の「存立危機
事態」に関する答弁を
発端に、顕在化した
日中の言論空間の問題



日中関係の
緊張緩和の
ためには？



景気の悪化で急速に
不安定化する中国社会

一部では、人間性の破
壊が深刻なレベルに達
している



• 生産性の低下（人口、知識)

• 深刻な汚職と腐敗

• 信頼構築の欠如

• 人間関係の破壊



昨今の日本で
の中華圏から
の移住者増加
の背景



日本の華人
言論空間・
公共空間の
発展



東京大学で
行われた講演会

ほとんどの参加者が華人



自由を求めて日本に来る
人々



戦争のリスクを
下げるために

集合的記憶と
アイデンティティの分析
立ち位置の異なる人との
コミュニケーション

• 中国：大躍進・反右派闘争―文化大革命世代／天安
門事件世代／コロナ・白紙運動世代／フェミニズム
LGBTQ+ セクシュアルマイノリティ

• 香港：雨傘運動から逃亡犯条例改正反対運動の世代
／運動後の政治的抑鬱

• 台湾：「投降か、抵抗か」ではない多様性・主体性
を追求する若い世代

• 日本：中立性⇨政治的タブー、批判的思考の欠如、
自己規制型の民主主義

＊社会階層・世代間の交流／連帯／断裂

＊当事者が亡くなっていく→第二世代、第三世代 新
たに生み出される言葉、記憶 post-memory

＊あらゆる近代国家は何らかの方法で、集団的記憶を
発明し、形成し、安定化させることで、その政治シス
テムの正当性をサポートし、社会的結束と帰属意識を
強化しようとしてきた（Hobsbawm and Ranger, 
2012）

→記憶は選択的に促進され、忘れられる



東京で可能になった中国、台湾、香港、日本の若者の交流



戦後80年 戦争の記憶に関する
ワークショップ in Tokyo

緊張する両岸関係の中、戦争記憶
の継承と文化交流を展開する金門
島と澎湖島の若者たち

社会運動のトラウマを体験し、異
なる歴史を学んだ中国本土からの
留学生から寄せられた質問に、93
歳の被爆者でノーベル平和賞受賞
者が答える

政治的トラウマを抱えながらも公
共空間の構築に奮闘する在日中国
人移住者たち

戦争や社会運動の記憶を語り継ご
うとする東アジアの若者たちに日
本の若者たちが関心を持ち始める
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日本植民地主義の歴史
牡丹社事件・台湾出兵

「島から島へ」

• 加害と被害の複雑な様相日本兵
として南洋に出兵したマレーシ
ア系台湾人の歴史

• 中国大陸、台湾の学生のディス
カッション



デジタル灯籠ヘイトクライム反対キャンペーン



中国のソーシャルメディアは3日でブロックされた



権威主義国・警察
国家の見えない敵

恐怖

世代・空間を超え
て共苦・共感する
政治的抑鬱

デジタルが

リアルになる

人間らしさを取り戻す


